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MeSH Database機能 

PubMedでは、各データにMeSH（メッシュ）用語 と呼ばれるコントロールされたキーワードが付与されています。 

例えば癌のように、cancer や tumor などキーワードがいくつか考えられる概念であっても MeSH 用語としては

neoplasmsの1つに決められており、MeSH用語を使用することで的確な検索ができるようになっています。 

通常の検索で検索ボックスに入力したキーワードについては、PubMed はそのキーワードに対応する MeSH 用語が

ないかチェックし、MeSH用語も含めた検索を行います。 

最初からMeSH 用語を使って検索を行いたい場合は、MeSH Database を利用すると容易にMeSH 用語を見つける

ことができます。 

図の例では、Severe Acute Respiratory Syndrome（重症急性呼吸器症候群）で検索したところ、関連のあるMeSH

用語とSupplementary Concept（化学物質名など補足用語）が合わせて31語リストアップされました。リストアップ

された中に適切なMeSH用語があれば、それをクリックします。 

もし、適切なMeSH用語がなければ、同義語や違うスペルで再検索するか、PubMedで自由語検索を行って、検索さ

れた文献に付与されているMeSH用語を確認するといった方法も有効です。 

① MeSH Databaseをクリック。 

② キーワードを入力する。

③ クリックすると詳細表示に変わる。 
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選択したMeSH用語についての説明 

④ 選んだMeSH用語と組み合わせることのできるSubheadings (サブヘディ 

ング)が表示されているので、必要なものにチェックを付ける。 

サブヘディングとは、therapy (治療)やdiagnosis (診断)のように、 

MeSH用語と密接に組み合わせることのできるキーワード。 

画面下方にはこ階層構造が表示されている。 

この例ではSevere Acute Respiratory Syndromeは Coronavirus Infections （コロナウイルス感染症）

と Respiratory Tract Infections（呼吸器感染症）の下位語に位置づけられていることがわかる。 

変更したいときは、その語をクリックする。 

 

Entry TermsとはこのMeSHへの参照語 

⑥ 下位のMeSHを含めるか含めないかを指定できる。 

下位のMeSHを含めた広い検索をしたい場合は、チェック

しない。 

⑤ 選んだ MeSH 用語を主要なテーマのものに限定

して検索する場合はチェックする。関連のあるもの

を広く検索したい場合は、チェックしない。 
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⑩ 検索ボックスに選択したMeSHが入った形で検索結果が表示される。 

 

⑦ サブヘディングの therapy（治療）を

選択し、Add to search builderをクリッ

クする。 

⑧ ボックス内に図のような検索式が作成される。 

複数のMeSHを組み合わせるときはこの作業（②～⑦）

を繰り返す。 

⑨ Search PubMedをクリックすると 

検索を実行する。 
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Clinical Queries機能 

Clinical Queriesは、臨床医学領域の文献情報検索における利用を想定した検索機能で、研究デザインに着目 

したキーワードを自動的に付与して検索を行います。COVID-19に関連する検索フィルター（COVID-19 Articles）と、研

究デザインによる検索フィルター（Clinical Study Categories）があり、この2種類の検索を同時に実行できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 検索ボックスにキーワードを入れ、 Search ボタンをクリックすると2種類の検索を同時に実行します。 

 検索結果のタイトルをクリックすると、その文献の詳細画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 COVID-19 Articles 、Clinical Study CategoriesはCategory、Scopeで、診断や治療など細かい設定が可能です。プ

ルダウンメニューから選択します。自動的に付与される検索キーワードは、それぞれ以下のWebサイトで確認できます。 

・COVID-19 Articles：https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/help/#covid19-article-filters 

 ・Clinical Study Categories：https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/help/#clinical-study-category-filters 

 

なお、Clinical Queries機能は、検索画面上部に記載されているように、一部の臨床研究に限定されたものです。目

的のテーマについて漏れなく文献を探したい場合には、通常のPubMed検索を行ってください。 

 

 

Clinical Queriesをクリック 

Broad ：適切な文献を数多く検索するが、あま

り適切でない文献も含まれる 

Narrow ：適切でない文献は少なくなるが、適

切な文献が漏れる可能性が高まる 
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My NCBI機能 

My NCBI に登録すると 6 カ月以内に実行した検索式の確認、定期的・自動的に検索結果を電子メールで送信する設

定、Filtersの設定などPubMedをカスタマイズすることができます。 

登録方法 

My NCBIの画面 

保存した検索式を表示する。 

よく使用する検索条件（言語・年齢の指

定、論文の種類など）を予め設定し、 

検索件数を表示する。 

② Log in画面となる。 

新規登録するには「New here? Sign up」をクリ

ックし、「Create new NCBI Account」で、必要

事項を入力し、登録する。 

検索結果の保存（Send to）でCollections

を指定するとここに保存される。 

ここからも検索できる。 

検索結果の保存（Send to）でMy 

Bibliography を指定するとここに

保存される。 

最近実行した検索式を表示する。 

① Log inをクリックする。 
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検索式の保存 

Create alert 機能を使うと検索式を保存する、あるいは保存した検索式を定期的に実行し結果をメールで受け取るこ

とができます。 

 

 

③ 定期的に検索結果のメール送信

を行いたい場合は、送信頻度、形式

などについて、設定を行う。

式のみを保存する場合は、Noにチェック。 

① キーワードおよび Filter 機能を使用し、保

存する検索式が決まったらCreate alertをクリ

ックする。

×××＠××× 

●

検索式の名前は変更できる。 

検索結果の送付先アドレス 

④ 最後にSaveをクリックする。 

② NCBI Account で、 Username と

Passwordを入力し、Log inする。 


